家庭礼拝　201１年1月19日　コリント第Ⅰ　１章
　賛美歌205　今日は光が　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌434　主よ、みもとに
起

エフェソ書に続いては、コリント書を選びました。コリント書はパウロの４大書簡のひとつです。
４大書簡とは、ローマ書、コリント前書、コリント後書、ガラテヤ書です。パウロの書簡の一番中心的なものになるわけです。コリント前書は１６章まで、コリント後書は１３章までで、あわせて２９章あります。これは、使徒言行録の２８章と大体同じくらいの長さになります。ですが、神学的な内容の多いコリント書ですから、一回一章はちょっと早すぎるかもしれませんが、基本的にはそのペースで進めて行きたいと思います。コリント書はコリント宛に書かれた書簡の断片を後世に、集めて編集されたもので、その編集の仕方には今でもいろいろ異論のあるところです。前書と、後書が入り混じっているとか、前後が逆であるとか、第三、第四のコリント書が混じっているとかいろいろ言われています。コリント書は、そのような、不確かな編集の問題があるということを頭においておきたいと思います。
パウロが一番長く滞在したのは、エフェソの３年です。その次に長かったのがコリントの一年半です。ですが、使徒言行録では１８章の半分くらいでしか説明されていません。そこには、ローマから逃れてきた、プリスキラとアキラと出会ったことと、一緒に住んでテントつくりをしたこと。パウロが会堂でイエスを証したが、ユダヤ人たちは反抗したこと。主が幻で現れて、恐れるな、語り続けよ、黙っているな、私があなたと供にいる。と言われたこと。パウロがユダヤ人達に襲われて、法廷に引き立てられたことなどが書かれています。ですがこの問題の多かったコリントのことを考えると、何とあっさりとしか書かれていないのだろうかと思います。このコリントにはいろいろなことがあったはずです。それはむしろこのコリント書から教えられます。
コリントはギリシャの大きな町です。ギリシャと言うとアテネが中心とばかり思いますが、この当時は、ギリシャ全体を包含するローマの領土のアカイア州の首都がコリントだったのです。政治的な中心だけではなく、商業的にも中心地でした。それはギリシャが北と南に分かれているところにかかる橋の様に狭いところがコリントです。ですから、北と南の商業路は必ず、コリントを通るのです。それは今で言うとパナマ運河のあるところのように細くなったところで、昔はぐるっと回ると３００ｋｍ以上あるので、船を陸に乗り上げて、このコリントの６kmの陸を越えて言ったそうです。今では運河が出来ています。ですからここにはいろいろな文化が流れ込み、富と贅沢が氾濫し、不道徳に満ち溢れていたのです。

そのようなところで、パウロは伝道したのですが、パウロがいなくなるとすぐいろいろな問題が発生しました。そして、コリント教会から、エフェソにいるパウロに指導を求めて手紙が来たのです。コリントからエフェソまでは２－３日の船旅でいける距離でした。それに答えたのがこのコリントへの第一の手紙です。この手紙はテモテに託して、コリントに送られました。ですが、この手紙を書いた結果、事態はいっそう悪くなりました。それで、パウロは一度コリントに赴いたと思われます。そしてそのあと、コリント第二の手紙を書くことになりました。これは涙の書簡とも言われ、パウロの本音が吐露されている手紙です。
パウロの手紙が書かれた頃は、聖書はまだ出来ていませんでした。一番最初の福音書はマルコで７０年代に書かれていますが、このコリントの手紙は５０年代前半です。ですから、信者たちはこのような手紙を聖書のようにして読んでいたと思われます。
承

さて、本題に入りましょう。最初にパウロは挨拶をしていますが、ただの挨拶ではありません。ここにはこれから述べることの大原則がそれとなく書かれています。それは、一節にあるように、パウロは神の御心によって、イエスキリストの使徒となったものであって、自分で自称しているものではないと言うことです。いろいろ非難のでる中で、パウロは神の御心によって選ばれたものだと言っているのです。そして、２節にあるように、コリントの教会は神の教会であると言うことです。これは後で、パウロに付く、アポロに付く、ケファに付く、キリストに付くと、言う議論があるように、人に付くものではないと言うことの布石なのです。教会は誰のものでもなく、ただ神様の教会なのです。そして、その神と、主イエスキリストからの恵と平和が、あなた方にあるようにと祝福しました。
そして更に、４節では、

１コリ 1:4　わたしは、あなたがたがキリスト・イエスによって神の恵みを受けたことについて、いつもわたしの神に感謝しています。
と言っています。状況から言えば、せっかくいろいろと教えてきたのに、もうその教えから離れて、いろいろな分派をつくり問題を起こしているのですから、感謝しているどころではなく、怒鳴りつけたい気分かもしれません。ですがパウロはそのような状況の中でも、あなた方の恵について、いつも私の神に感謝しています。と言う感謝を述べることが出来ました。私もいろいろ経験した中で、スピーチでも、手紙でも、挨拶でも、まず感謝から始めると非常に物事がスムースに行くことを感じています。パウロはこのようにまず感謝から始めました。
　この最初の１０節には、パウロの非常に強い思いがこめられています。この１節から１０節までの一つ一つの節の中に必ず、イエスキリストの名が含まれているのです。この１０節の短い文章の中に、イエスキリストの名が１２回出てきます。イエスキリストは、イエスキリストの、キリストイエスによって、イエスキリストから、と、手を変え品を変えてイエスキリストの名が出てくるのです。これは、私たちが問題に直面した時にいかにイエスキリストの上に立たなければならないのかを教えてくれます。私たちは、問題に出会うと、興奮し自分のことと相手のことに夢中になってしまって、イエス様のことを忘れてしまうのです。パウロは本題に入る前に、私達の立つべきところはイエスキリストであることをしっかりと植えつけようとしているのです。このことをイエス様はどのように思っているのだろう。そのように考えるのが信仰であり、イエスキリストを愛することになるのだと思います。私たちが、神様を愛し、イエスキリストを愛すると言うならば、粘り強く、イエス様はこのことをどのように思っているのだろうと繰り返し思い、祈ることが大切なのだと思います。
転
そして、いよいよパウロが言いたかった本題に入ります。１０節です。パウロはこの言葉を、あなたたちは、と非難するようにではなく、兄弟たちと、供に歩むものとして、やさしく呼びかけて、語りだしました。
１コリ 1:10　さて、兄弟たち、わたしたちの主イエス・キリストの名によってあなたがたに勧告します。皆、勝手なことを言わず、仲たがいせず、心を一つにし思いを一つにして、固く結び合いなさい。
パウロが言いたかったのは、教会の中では、勝手なことを言わず、仲たがいせず、思いを一つにして固く結び合いなさい、と言うことでした。神の教会と聖なる者たちに一体何が起こっていたのでしょうか。パウロは、教会の中で争いがあることを聞かされていたのでした。１２節です。
１コリ 1:12　あなたがたはめいめい、「わたしはパウロにつく」「わたしはアポロに」「わたしはケファに」「わたしはキリストに」などと言い合っているとのことです。
人が大勢集まると、必ずそこに好き嫌いが始まります。人間はいつもそのように識別区別して、その知恵を働かせて来ました。それが良いほうに行けばよいのですが、得てして、分裂と争いをもたらしました。パウロも、アポロも、ケファも誰も自分のほうが正しいとか、そのような党派を作ろうとしたのではありません。教会員が勝手に、私はこっち、私はあっちと党派を作ってしまったのです。それはその心に、自分達の好みの傾向を優先させてしまうからです。そしてキリストさえもその同列の好みの方向の一つにされてしまったのです。ユダヤ人たちはケファに、ギリシャ人たちはアポロに、パウロに恩のある人はパウロに、党派に振り回されたくない人はキリストにと言ったのかもしれません。いずれにしても、その心の底にあるのは、自己中心主義なのです。自分にとって一番よいものを考えているのです。神様のためでも、教会のためでもありません。それをパウロは自分勝手なことを言ってはいけないと言っています。この論争の中では、誰に洗礼を受けたのかが一つの大きな問題になっていたようです。そしてパウロはこう言います。１７節です。
１コリ 1:17　なぜなら、キリストがわたしを遣わされたのは、洗礼を授けるためではなく、福音を告げ知らせるためであり、しかも、キリストの十字架がむなしいものになってしまわぬように、言葉の知恵によらないで告げ知らせるためだからです。
パウロは、自分は洗礼を授けるためではなく福音を告げ知らせるために遣わされているのだと言いました。キリストの十字架の救いが大切なのであって、誰に洗礼を受けたかによって、党派心を起こしてはならないと言っているわけです。この世の知恵であれこれいってはいけないと言っているのです。勝手なことを言ってはいけないと言っているのです。大切なのは十字架の言葉だと言っています。18節では
１コリ 1:18　十字架の言葉は、滅んでいく者にとっては愚かなものですが、わたしたち救われる者には神の力です。
といっています。それは知恵による言葉ではなく、事実を伝える言葉です。イエスキリストが十字架で死に、そして復活したと言う事実です。そんな馬鹿な、愚かなと言うもの達は、救いに与ることなく滅んでいくものだと言っているのです。そして信じて、救われるものにとっては、それは神の力だといっています。この神の力は、私たちに真実を知らせ、永遠の命を生きるものにしてくれるからです。そして更に21節です。
１コリ 1:21　世は自分の知恵で神を知ることができませんでした。それは神の知恵にかなっています。そこで神は、宣教という愚かな手段によって信じる者を救おうと、お考えになったのです。
神を知るのは知恵によって知ることはできないと言っています。宣教によって、その事実を聞いたものが信じることによって知ることが出来るのです。それが救いとなります。宣教とは十字架に付けられたキリストが復活したと言うこと。すなわち神の子であったと言うことです。ですがこれに対する反応はいろいろです。ユダヤ人たちはこれに躓きました。なぜ躓いたか、それは救い主が木に掛けられるはずがないという思いがあるからです。たとえ復活したとしても、木に掛けられるものは呪われると聖書に書いてあるのに、十字架に付けられたものが救い主であるはずが無いと思ってしまうのです。それが躓きでした。本当に救い主なら、きちんと証拠を見せろと言うのです。証拠が無くては信じられないのです。それがユダヤ人達の躓きでした。一方、異邦人は、それを聞いてばかげていると思いました。死んだものが復活するなんて聞いたことも無いと否定してしまうのです。もし本当ならば、きちんと説明してみなさい、理解出来る知恵の言葉で話しなさいというのです。ただ信じなさいでは、愚か過ぎるではないかと思ったのです。ですが聞いて信じたものには、神の力と神の知恵が与えられました。信じたものは神の愚かさによって賢くされ、神の弱さによって、強くされたのです。それは信じることによって初めて得られる知恵であり、力なのです。それは決して、知恵あるものや、能力のあるものや家柄の良いものに与えられたわけではありませんでした。むしろ、神様は、知恵あるものに恥をかかせるため、世の無学なものを選び、力あるものに恥をかかせるために、世の無力なものを選ばれたと言っています。おごり高ぶるものには神の救いの恵みは与えられなかったのです。それは29節にもあるように、誰一人、神の前で誇ることがないようにするためです、と言われました。ただ神様に頼るしかない、ただ神様を信じるしかないような人々こそ、選ばれた人々であり、救われる人々だったのです。信じさせてくださるのはただ神様です。その神様によって、私たちはイエスキリストと結ばれて、その知恵と力とを知るのです。30節と31節にはこう書いてあります。
１コリ 1:30　神によってあなたがたはキリスト・イエスに結ばれ、このキリストは、わたしたちにとって神の知恵となり、義と聖と贖いとなられたのです。
１コリ 1:31　「誇る者は主を誇れ」と書いてあるとおりになるためです。
知恵に頼り、力に頼り、自分を誇るものは決して、神の知恵と力とを知るものとはなれないのです。ただ主を誇るものこそが、救われて、神の知恵と力とを知る者へと変えられるのです。
結

コリントの人々は、自分達の知恵に頼ろうとしました。力に頼ろうとしました。そしていろいろ理屈をつけて分裂していきました。アポロが良い、ケファがいいと分かれていきました。ですがパウロは、イエスキリストを見なさいと言います。人ではない、知恵でもない、ただイエスキリストのみが神の知恵と力とを与えてくださると言っています。そして、パウロは、コリントの人々に、イエスキリストは、イエスキリストが、イエスキリストによって、イエスキリストと、イエスキリストをと、イエスキリストを中心に考えることこそが大切であることを理解して欲しいと訴えます。私たちもまた、問題を前にした時、このように考えることがいかに少ないのかを思わされます。人間的な思いや計算の上で、賢い選択をしようとしてしまいます。ですが、そこでイエスキリストならどうするのか、イエスキリストは、イエスキリストが、イエスキリストによって、イエスキリストと、イエスキリストをと、イエスキリストを中心に思いをめぐらしたなら、きっと新しい道が開かれるのだと思います。そしてそこに神の知恵と力とが注がれるのだと思います。私たちはそこで自分を誇ることをやめて、ただ主のみを誇るものとなるのだと思います。どうか私たちが、主イエスキリストを中心に考えをめぐらすことができるように、生きることが出来るように、神様の導きを得たいと思います。
（一分間の黙想）

（祈り）

天の父なる神様。私たちが、いろいろな問題や困難の中にあって、自分の知恵に頼り、判断に頼り、自分を誇って生きていることを思います。なぜ、主に頼り、イエスキリストはどうなのかと言うことを思わないのかと思います。イエスキリストは、イエスキリストが、と主の教えに学びながら歩めたら、きっとすばらしいあゆみができるはずなのにと思います。自分の愚かしさを改めて思うものです。主よ、どうか私たちを導いてください。あなたが私たちをどのように導いてくださるのかにいつも心の耳を傾けさせてください。自分の声には耳をふさぎ、ただあなたの声に聞き従わせてください。
キリスト教会の上に、あなたの祝福が注がれますように。知恵によってではなく、信じて生きるもののうえに神の力が与えられますように。日本の若い人たちに、希望と力が与えられますように。世界中が、分裂することなく、唯一つの思いを持って、歩んでいくことが出来ますように。

この祈りを主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。　　アーメン

◇コリントの信徒への手紙一
◆挨拶と感謝
１コリ 1:1　神の御心によって召されてキリスト・イエスの使徒となったパウロと、兄弟ソステネから、
１コリ 1:2　コリントにある神の教会へ、すなわち、至るところでわたしたちの主イエス・キリストの名を呼び求めているすべての人と共に、キリスト・イエスによって聖なる者とされた人々、召されて聖なる者とされた人々へ。イエス・キリストは、この人たちとわたしたちの主であります。
１コリ 1:3　わたしたちの父である神と主イエス・キリストからの恵みと平和が、あなたがたにあるように。
１コリ 1:4　わたしは、あなたがたがキリスト・イエスによって神の恵みを受けたことについて、いつもわたしの神に感謝しています。
１コリ 1:5　あなたがたはキリストに結ばれ、あらゆる言葉、あらゆる知識において、すべての点で豊かにされています。
１コリ 1:6　こうして、キリストについての証しがあなたがたの間で確かなものとなったので、
１コリ 1:7　その結果、あなたがたは賜物に何一つ欠けるところがなく、わたしたちの主イエス・キリストの現れを待ち望んでいます。
１コリ 1:8　主も最後まであなたがたをしっかり支えて、わたしたちの主イエス・キリストの日に、非のうちどころのない者にしてくださいます。
１コリ 1:9　神は真実な方です。この神によって、あなたがたは神の子、わたしたちの主イエス・キリストとの交わりに招き入れられたのです。
◆一致の勧め
１コリ 1:10　さて、兄弟たち、わたしたちの主イエス・キリストの名によってあなたがたに勧告します。皆、勝手なことを言わず、仲たがいせず、心を一つにし思いを一つにして、固く結び合いなさい。
１コリ 1:11　わたしの兄弟たち、実はあなたがたの間に争いがあると、クロエの家の人たちから知らされました。
１コリ 1:12　あなたがたはめいめい、「わたしはパウロにつく」「わたしはアポロに」「わたしはケファに」「わたしはキリストに」などと言い合っているとのことです。
１コリ 1:13　キリストは幾つにも分けられてしまったのですか。パウロがあなたがたのために十字架につけられたのですか。あなたがたはパウロの名によって洗礼を受けたのですか。
１コリ 1:14　クリスポとガイオ以外に、あなたがたのだれにも洗礼を授けなかったことを、わたしは神に感謝しています。
１コリ 1:15　だから、わたしの名によって洗礼を受けたなどと、だれも言えないはずです。
１コリ 1:16　もっとも、ステファナの家の人たちにも洗礼を授けましたが、それ以外はだれにも授けた覚えはありません。
１コリ 1:17　なぜなら、キリストがわたしを遣わされたのは、洗礼を授けるためではなく、福音を告げ知らせるためであり、しかも、キリストの十字架がむなしいものになってしまわぬように、言葉の知恵によらないで告げ知らせるためだからです。
◆神の力、神の知恵であるキリスト
１コリ 1:18　十字架の言葉は、滅んでいく者にとっては愚かなものですが、わたしたち救われる者には神の力です。
１コリ 1:19　それは、こう書いてあるからです。「わたしは知恵ある者の知恵を滅ぼし、／賢い者の賢さを意味のないものにする。」
１コリ 1:20　知恵のある人はどこにいる。学者はどこにいる。この世の論客はどこにいる。神は世の知恵を愚かなものにされたではないか。
１コリ 1:21　世は自分の知恵で神を知ることができませんでした。それは神の知恵にかなっています。そこで神は、宣教という愚かな手段によって信じる者を救おうと、お考えになったのです。
１コリ 1:22　ユダヤ人はしるしを求め、ギリシア人は知恵を探しますが、
１コリ 1:23　わたしたちは、十字架につけられたキリストを宣べ伝えています。すなわち、ユダヤ人にはつまずかせるもの、異邦人には愚かなものですが、
１コリ 1:24　ユダヤ人であろうがギリシア人であろうが、召された者には、神の力、神の知恵であるキリストを宣べ伝えているのです。
１コリ 1:25　神の愚かさは人よりも賢く、神の弱さは人よりも強いからです。
１コリ 1:26　兄弟たち、あなたがたが召されたときのことを、思い起こしてみなさい。人間的に見て知恵のある者が多かったわけではなく、能力のある者や、家柄のよい者が多かったわけでもありません。
１コリ 1:27　ところが、神は知恵ある者に恥をかかせるため、世の無学な者を選び、力ある者に恥をかかせるため、世の無力な者を選ばれました。
１コリ 1:28　また、神は地位のある者を無力な者とするため、世の無に等しい者、身分の卑しい者や見下げられている者を選ばれたのです。
１コリ 1:29　それは、だれ一人、神の前で誇ることがないようにするためです。
１コリ 1:30　神によってあなたがたはキリスト・イエスに結ばれ、このキリストは、わたしたちにとって神の知恵となり、義と聖と贖いとなられたのです。
１コリ 1:31　「誇る者は主を誇れ」と書いてあるとおりになるためです。
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